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発行企業（お客さま）が私募債を発行することにより、北洋銀行が「ほっくー障がい者スポーツ基金」を通

じて、道内のパラスポーツ活動に取り組む選手や団体等に寄付金を贈る制度です。 

障がい者の社会参加促進・パラアスリートの育成を応援することができます。 

社会貢献に対する取り組み姿勢を広くアピールでき、企業イメージの向上(優良企業の証)に繋がります。 

固定金利による長期安定資金を調達できます（固定金利の場合）。 

■私募債発行条件 

社債発行にあたり、事前に審査がございます。貴社取締役会での発行決議が必要になります。 

社債に関する具体的な会計上の取扱いについては、会計士、税理士等の専門家とお打合せの上ご対応頂きます 

ようお願い致します。特に、財務会計上の処理と税務会計上の処理が異なる場合もありますのでご注意下さい。 

 

「「ほっくー障がい者スポーツ基金」を通じ、道内のパラスポーツ活動に取り

組む選手や団体等への寄付（発行額の 0.2％相当額）を行います。   

尚、発行企業様（お客さま）の寄付金控除等の対象とはなりません。 

■発行企業のメリット 

■留意点 

SDGs（パラスポーツ応援）私募債のご案内 

 

本商品に関するお問い合わせは弊行取引店または下記弊行担当部宛お願いします。 

■寄付の仕組み 

寄付額の例

私募債発行額 寄 付 額

３ 千 万 円 ６０，０００円

５ 千 万 円 １００，０００円

１ 億 円 ２００，０００円

銀行保証付私募債 特定社債保証制度

（※期限前償還条項付私募債含む） （信用保証協会付）

発   行   額 ３千万円～ ３千万円～５億６千万円

償 還 期 間 ２年～１０年 ２年～７年

償 還 方 法

金　　 　 利

資 金 使 途

満期一括償還または定時償還

固定金利または変動金利

原則、事業資金・設備資金とします。

私募債種類

株式会社北洋銀行  ソリューション部              ＴＥＬ 011-261-2434  ＦＡＸ 011–231–4073  
株式会社北洋銀行  経営企画部ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ推進室  ＴＥＬ 011-261-1317  ＦＡＸ 011–232–5735    
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寄付先の選定に際し、妥当性・公平性・透明性の確保のため「ほっくー障がい者スポーツ基金選定協議

会（※）」を設立し、そこでの協議をもとに、寄付先を決定しています。 

※協議会は北海道、札幌市、公益財団法人北海道障がい者スポーツ協会、一般社団法人札幌市障がい者スポーツ協会、 

株式会社北海道新聞社、当行により構成しています。 

 

２０２１年度、２０２２年度は「ほっくー障がい者スポーツ基金選定協議会」にて寄付目的に関する２つのカ

テゴリーを設定し、それぞれ７先１４０万円、５先２２０万円を寄付しました。 

 

 

ほっくー障がい者スポーツ基金 寄付先のご紹介 

 北海道の障がい者スポーツの発展に向けて活動している団体
で、１９８５年に北海道、札幌市等が主体となり設立されまし
た。２０１５年から当行と道との包括連携協定に基づく協働事
業である「北洋銀行スポーツ応援事業」の事業実施主体として
同事業を運営中です。 
寄付金は、障がい者の各種スポーツ教室の運営費として利用
予定です。 

札幌市内の障がい者に対するスポーツの普及と振興を図り、
障がい者の福祉の増進に寄与することを目的とする団体で
す。１９９５年に創立され２０１２年に現組織となりました。 
寄付金は初級障がい者スポーツ指導員養成講習会の開催費
等に利用予定です。 

公益財団法人 北海道障がい者スポーツ協会 一般社団法人 札幌市障がい者スポーツ協会 

２０２１年度および２０２２年度の寄付先選手・団体・基金のご紹介 

 

 

２０２１年度：７先１４０万円 

２０２２年度：５先２２０万円 

櫻庭 まどか 選手 石原 美海 選手 

【今後の目標】 

国際大会や、アジア大会で

よい成績を残して 2025 年の

東京デフリンピック出場を目

指します。 

メダルを取って子供たちに

夢を与えていきたいです。 

支えてくれる家族や仲間た

ちにも恩返しできたらと思っ

ています。 

【今後の目標】 

2024 年 6 月に沖縄で世界選手

権、2025 年 11 月に東京でデフ

リンピックが開催されます。 

金メダル獲得を目標に活躍する

姿をお見せできるように一生懸命

努力していきます。 

岩本 啓吾 選手 （ノルディックスキー） 加藤 大雅 選手 （柔道）

柴田 真聖 選手 （ノルディックスキー） 田中 統大 選手 （柔道）

田中 惠 選手 （デフサッカー）

公益財団法人 北海道障がい者スポーツ協会

カテゴリー１：世界を目指す選手の応援

カテゴリー２：障がい者スポーツの普及・振興活動への支援

一般社団法人 札幌市障がい者スポーツ協会

石原 美海 選手 （バレーボール） 櫻庭 まどか 選手 （ボウリング）

カテゴリー２：障がい者スポーツの普及・振興活動への支援

公益財団法人 北海道障がい者スポーツ協会 一般社団法人 札幌市障がい者スポーツ協会

2023FISパラノルディックスキーアジアカップ札幌大会

カテゴリー１：世界を目指す選手の応援


